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埼玉大学研究機構鶴見研究室 共催：新潟大学超域学術院左近研究室 （JST科学技術振興機構予算） 

 

東京ステーションカレッジ 

千代田区丸の内 1-7-12サピアタワー９階 

東京駅日本橋口至近、八重洲北口歩 3分。大手町駅・日本橋駅も徒歩圏。 

ホテルメトロポリタン丸の内と同じ建物です。入口はホテル用ではなく、奥から 

３階のオフィス用の入口にお進みいただき、本会用の受付で１日入構パスをお受 

け取りください。 

 

連絡先・ウェブサイト 

埼玉大学研究機構鶴見研究室 taro_tsurumi@yahoo.co.jp 

http://park.saitama-u.ac.jp/~tsurumitaro/aida.html 
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趣旨 

 

〈間にあるもの〉を把握するためには、同時に 2 つ以上のものに目を配らなければならない。複数の要素を繋ぐ

仲介人や境界を跨ぐ境界人といった存在はその一例である。複数性の間に彼／彼女らは存在しており、単一のも

のには決して還元できない。 

 

対して、近代人文･社会科学が思考の中心に据えてきたのは、自己完結した個、つまり独立変数として設定しやす

い主体なり構造である。この思考様式において、仲介人や境界人は「従属変数」として、周縁化･例外視されてき

た。もちろん、人文学寄りの学問領域では、こうした状況に対する疑問は早くから呈されてきた。「マージナル･

マン（境界人）」や「ディアスポラ」、「混淆性」、「エージェンシー」といった概念は、そこから生まれたアンチテ

ーゼである。 

 

だが、こうしたアンチテーゼが、旧来的な世界観を覆してきたかといえば、むしろそのなかでも周縁化されてき

たといわざるをえない。わかりやすい研究成果を求める圧力が高まっている現在、〈間にあるもの〉を扱う研究は

さらに矮小化されつつあるかもしれない。 

 

では、こうした事態の責任は、〈間にあるもの〉の価値に気づかない旧来の学派の側にのみあるのか。むしろ、例

えば混淆性に注目する研究が、混淆する前の純粋なものの存在を前提とし、無意識のうちに混淆性／純粋性を対

立的に捉え、しかも純粋性をマジョリティや体制側なるものと重ね合わせることで、結果的に混淆性を特殊視し

周縁化してしまってきたということはないだろうか。混淆性が本当にマイノリティだけの問題ではないのだとし

たら、マジョリティや体制側のなかでも混淆性は大きな役割を果たしてきたはずである。 

 

ロシア帝国を例に取ってみるならば、そのなかで、混淆性の典型とされるユダヤ人を虐げていた「体制派」は、

いわゆるロシア人だけではなかった。ロシアの防人として、しかしロシア人とは異なる集団として自らを位置づ

けてきたコサックというもう一つの混淆的存在を忘れてはならない。ロシア人自身、「西」と「東」の間にある存

在として自己定義することは少なくない。 

 

そもそも、一般に人々のアイデンティティも、脈絡なく存在するのではなく、それが意味を持つ――つまり「自

分らしくある」――場が想定されて初めて成立している。こう考えると、〈間にあるもの〉は、世の中の標準形態

とさえいえる。そうであるならば、改めて、〈間にあるもの〉を中心に据え、それを周縁化することなく議論して

いく方法を探っていくべきではないのか。 

 

本ワークショップでは、〈間にあるもの〉を実証的に探究してきた研究者が集まり、〈間にあるもの〉をどのよう

に見出し、位置づけていくべきかについて、広く、深く、議論していきたい。その際、ロシアや中東、東アジア

といった、近代科学によって切り込まれ、自らも一面でそれに合わせようとしながら、それに対するズレを顕在

化させてもきた地域を基軸とする。 

 
※大学関係者に限らず、どなたでも無料でご参加いただけます。申し込みも不要ですが、１日目の懇親会にご参加を検討されて

いる方は下記連絡先までご一報いただけますと助かります。 

 


